
き
こ
う

先
頃
、
稀
覯
本
『
北
原

痴
山
』（
昭
和
２６
年
・
天
龍

社
刊
）
と
そ
の
稿
本
が
南

信
州
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄

贈
さ
れ
た
。
当
該
の
本
も

珍
し
い
が
、
そ
の
原
稿
と

な
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ

る
。
既
に
六
十
年
以
上
経

過
し
て
い
る
の
で
、
紙
は

黄
ば
み
、
色
は
く
す
ん
で

い
る
が
、
執
筆
者
入
魂
の

筆
跡
は
鮮
や
か
に
遺
っ
て

い
る
。

こ
の
稿
本
は
、
痴
山
の

信
奉
者
で
あ
っ
た
飯
田
市

し
の
ぶ

伊
賀
良
の
故
伊
藤
仁
が

所
属
し
て
い
た
。（
子
息
、

公
平
氏
寄
贈
）
翁
は
、
若

い
頃
か
ら
痴
山
を
崇
拝

し
、
折
々
に
揮
毫
等
し
て

も
ら
っ
て
い
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
稿
本
を
入
手

し
、
長
年
秘
蔵
し
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
。

北
原
痴
山
こ
と
阿
智
之

助
（
一
八
六
八
〜
一
九
四

七
）
は
、
明
治
後
半
か
ら

大
正
・
昭
和
に
か
け
て
、

飯
田
下
伊
那
の
政
治
・
経

済
・
産
業
・
教
育
・
文
化

等
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
多

大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
巨

人
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、

一
言
で
言
う
な
ら
、
そ
の

痴
山
の
足
跡
や
功
績
を
記

し
た
労
作
で
あ
る
。

多
く
の
人
が
執
筆
し
た

原
稿
が
遺
る
こ
と
か
ら
、

本
の
紹
介
も
含
め
て
内
容

を
概
観
し
て
み
る
。
刊
行

会
代
表
（
天
龍
社
会
長
）

の
木
下
照
一
の
序
文
や
口

絵
に
続
い
て
、
ま
ず
八
十

年
に
及
ぶ
痴
山
の
「
年

譜
」
が
掲
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
だ
け
見
て
も
、
例
え
ば

痴
山
は
、
多
年
旧
上
郷
村

長
や
県
会
議
員
を
、
ま
た

衆
議
院
議
員
を
務
め
、
中

央
や
地
方
の
政
治
に
大
き

く
貢
献
し
た
こ
と
等
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か

る
。次

は
、
相
当
量
の
追
悼

座
談
会
速
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
昭
和
２３
年
１２
月

５
日
、
飯
田
市
長
久
寺
で

行
わ
れ
た
一
周
忌
法
要
と

遺
墨
展
覧
会
の
後
に
開
か

れ
た
座
談
会
の
記
録
で
あ

る
。
飯
田
市
長
や
県
会
副

議
長
を
歴
任
し
た
遠
山
方

景
以
下
、
３０
人
の
遺
友
が

名
を
連
ね
て
い
る
。
当
日

は
時
間
が
不
足
し
た
た

め
、
後
日
の
誌
上
参
加
も

み
ら
れ
る
。

続
い
て
、
著
名
文
化
人

が
痴
山
に
つ
い
て
記
す
。

例
え
ば
、
伊
那
地
方
史
研

究
の
権
威
市
村
咸
人
は
、

郷
土
文
化
の
推
進
者
と
し

て
の
痴
山
を
論
じ
た
。
ま

た
、
峡
谷
俳
壇
の
代
表
者

小
林
郊
人
は
、
痴
山
の
俳

句
二
百
句
ほ
ど
を
示
し

て
、
俳
人
痴
山
を
語
っ

た
。さ

ら
に
、
衆
議
院
議
員

を
務
め
た
中
原
謹
司
は
、

社
会
指
導
者
と
し
て
の
痴

山
を
述
べ
た
。
そ
の
他
、

森
本
州
平
は
痴
山
の
幼
時

と
生
家
の
家
風
を
、
今
村

良
夫
は
痴
山
の
短
歌
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
加

え
た
。

そ
の
間
に
、
郷
土
俳
人

２７
人
に
よ
る
追
悼
句
が
並

ぶ
。
作
者
は
、
小
林
郊
人

・
久
保
田
創
二
・
稲
垣
陶

石
等
で
あ
る
。
加
え
て
、

郡
内
外
の
俳
人
５０
人
が
寄

せ
た
追
悼
句
も
そ
れ
に
続

く
。
高
浜
虚
子
・
臼
田
亜

浪
・
栗
生
純
夫
等
の
著
名

俳
人
で
あ
る
。

そ
ん
な
わ
け
で
こ
の
本

は
、
当
時
の
見
識
者
や
斯

道
の
専
門
家
が
相
寄
っ
て

執
筆
し
た
書
で
あ
る
。
い

み
じ
く
も
、
編
集
者
の
小

林
郊
人
は
、
編
輯
後
記
で

「
近
代
文
化
人
と
し
て
の

痴
山
の
全
貌
を
描
写
す
る

こ
と
は
、
明
治
以
降
の
信

南
文
化
の
全
体
を
標
示
す

る
」
と
書
い
て
い
る
が
、

本
書
は
正
に
そ
の
指
摘
通

り
の
本
で
あ
る
。

当
初
、
こ
の
本
は
前
述

の
速
記
録
を
ま
と
め
た
小

冊
子
に
す
る
予
定
だ
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
が
痴
山
の

徳
望
故
か
、
次
第
に
内
容

が
ふ
く
ら
み
、
こ
う
し
た

編
著
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
紙
面
や
時
間
の
制
約
、

さ
ら
に
は
専
任
編
著
者
の

中
原
謹
司
の
他
界
等
も
あ

っ
て
、
思
う
に
ま
か
せ
な

い
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

本
の
お
陰
で
後
進
の
我
々

も
痴
山
を
知
り
、
近
代
南

信
州
の
文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

（
故
人
敬
称
略
）

�
�
��

『北原痴山』の稿本と刊行された本
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